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松島幻想夜景
紅葉ライトアップ

　毎年恒例の「松島紅葉ライトアッ

プ」が 10月 27日から 11月 25日

まで開催され、会場となった円通院、

瑞巌寺洞窟群、天麟院、観瀾亭など

では、それぞれ趣の違った光りで演

出を行いました。

　円通院では、ライトアップされた

紅葉が心字の池に鏡のように映る神

秘的な光景と、光りと音楽によるさ

まざまな演出で訪れた方がたを魅了

していました。

　また、東日本大震災復興支援～絆

～プロジェクトおおむた（福岡県大

牟田市）の方がたが製作した竹灯籠

が各会場に設置され、竹から溢れる

優しい灯りが、秋の色に染まった円

通院や観瀾亭などの庭園の中で幻想

的に浮かび上がっていました。

▲ライトアップされた紅葉が池の水面に
きれいに浮かび上がりました

▲～絆～プロジェクトおおむたによる
演出

▲アンデス音楽の演奏が幻想的な
雰囲気を作り出しました

▲観瀾亭の大ケヤキもライトアップ

▲伊達武将隊も来松

▲災害相互支援協定を締結し、がっちりと握手を交わす大橋町長と滑川町の吉田町長（右）

▲行列ができるほど大盛況だった焼ガキ

▲ターナちゃんとどんぐり松っちゃんの
共演

埼玉県滑川町と
災害相互支援協定を締結

　11月3日に、本町に災害派遣とし

て職員を派遣している埼玉県滑川町

と災害相互支援協定を締結しました。

　大橋町長は「職員の派遣に感謝す

るとともに、末長く交流を続けたい。

災害相互支援協定を締結でき、大変

心強く思います」と話し、協定書に

調印して吉田昇滑川町長と、がっち

りと握手を交わしました。

　また、同日開催された滑川まつり

には本町も参加。かきやホタテなど

の海産物やお菓子、環境保全米、工

芸品など、さまざまな松島の特産品

が会場に並びました。

　さらに、滑川町のイメージキャラ

クターのターナちゃんと本町のどん

ぐり松っちゃんが会場で共演。訪れ

た子どもたちと一緒に記念撮影をす

るなど、会場は大盛況でした。
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　１１月２日、５日、６日に町内各小

学校で火災を想定した避難訓練が行

われました。

　訓練に参加した児童たちは、避難

ルートの確認や消火訓練、災害時に

おける地域の方がたとの関わり方に

ついて、松島消防署や消防団、地域

の自主防災組織の皆さんから指導を

受けました。

　また、第二小学校では、雨のため

本来実施する訓練ができなかったも

のの、体育館で消防署員による火災

講話や白井卓二本郷区長の震災体験

談があり、有意義な訓練となりました。

　この訓練は、平成２２年度から開催

されている地域防災スクールモデル

事業の一環として実施されました。

町内の小学校で避難訓練

　平成１３年度に策定した松島町観光

振興計画の改訂に伴い、松島の観光

振興のあり方について考える松島町

観光振興計画策定検討委員会を、今

年の５月から５回にわたり開催しました。

　そして、委員の意見や提言をとり

まとめた「松島町観光まちづくり提

言書」が１１月１６日、島谷留美子委

員長より大橋町長へ提出されました。

　島谷委員長は「自分たちが身近に

取り組むべきことが多く盛り込まれ

た提言書になっています。観光まち

づくりを身近に感じ、積極的に取り

組む人が少しずつ増えたらうれしい

ことです」と話していました。

松島町観光まちづくり提言書を提出

　町内の農林水産業者や商工業者、

観光業者が集い消費者との交流を深

める、恒例のまつしま産業まつりが

１０月２８日に、松島有料駐車場で開

催されました。

　当日は、朝から雨風ともに強い悪

天候でしたが、約 1,000 人を超える

来場者は約 35ある店舗を回り、松

島の地場産品を購入していました。

　また、地元出身のお笑いコンビ

「ニードル」によるお笑いステージ

や、景品と交換できる当たり付き餅

まき大会、マグロの解体ショーなど

も行われ、会場は大いににぎわいま

した。

まつしま産業まつりを開催

▲第一小学校で行われた避難訓練の
様子

▲第二小学校で行われた講話の様子

▲第五小学校で行われた濃煙体験訓練の様子

▲「いただいた提案を観光振興計画の改
訂に反映させていきます」と大橋町長

▲島谷留美子委員長（左）と大橋町長

▲盛り上がった恒例の餅まき大会

▲マグロの解体ショーも大盛況

▲たくさんの店舗が会場に並びました
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ＢＳプレミアム「きらり！えん旅」
in松島 ロケが行われます！

　歌手やタレントなどが東北を応援し、その魅力を再発見する

ＮＨＫＢＳプレミアムの番組「きらり！えん旅」。「えん旅」の

“えん”は応援の“援”、出会った人たちとの“縁”、人びとが輪

でつながる“円”など、さまざまな意味が込められています。

　今回、松島町を訪れる旅人は歌手の八神純子さん。松島の魅

力と素敵な人を紹介します。

　ロケは平成 25年 1月 11 日 （金） から３日間行われます。

八神純子さんのミニ・コンサートを
観覧しませんか？

　「きらり！えん旅」の締めくくりは、元気をお届けする八神純子
さんのミニ・コンサート。
　観覧ご希望の方は、以下の要領でお申し込みください。
●開催日時　平成２５年１月１３日（日）　16：00 ～ 17：00（予定）
　　　　　　（開場は 15：30 の予定）
●会　　場　ホテル松島一の坊
●申込方法　往復はがきに住所、氏名、電話番号を明記の上、〒
９８０－００１２仙台市青葉区錦町１－１０－１１　ＮＨＫプラネット
東北支社「きらり！えん旅・松島」係あてにお送りください
●申込締切　１２月２０日 （木）〔必着〕
●応募多数の場合は抽選の上、入場整理券〔１枚で２名まで入場
可〕をお送りします。
●コンサートの模様は収録します。開演中、客席を撮影し、その
映像は番組で使用することがありますので、あらかじめご了承
ください。
●応募いただいた個人情報は、抽選結果の連絡のみに使用します。
●お車でお越しの方は、一の坊駐車場のご利用はご遠慮ください。
　（有料駐車場をご利用いただきますようご協力をお願いします）
●問合先　ＮＨＫプラネット東北　�２１５－１７３１

松島の良さをアピールして
くれる方を募集します !!

　番組内で八神純子さんに松島町の良さ

をアピールしてくださる方を募集します。

　おすすめの風景、隠れた穴場をご存じ

の方、伝統料理、伝統芸能、自慢の特技

などでもてなしたい方は、アピールした

い内容と連絡先を手紙やはがき、FAXな

どでお知らせください。自薦他薦は問い

ません。八神さんが旅をする期間は、平

成 25年 1月 11 日 （金） から 3日間です。

●応募締切　12月 25 日 （火）

●応募先　　〒 981-0215　

　松島町高城字町 10番地　

　松島町産業観光課商工観光班

　� 354-5708　FAX353-2041

※実際にテレビ取材をする場合は、番組

スタッフからご連絡します。

▲ 今回の旅人　八神純子さん
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松
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島
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催
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催
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の
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、

松
島
産
食
材
を
活
か
し
た
料
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が
数
多
く
並
び
、

参
加
者
た
ち
は
列
を
作
っ
て
食
事
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ま
た
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松
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彩
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料
理
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ン
テ
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催
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念
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が
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呈
さ
れ
ま
し
た
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て
ん
こ
も
り
賞
味
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲四季彩食料理コンテスト
　表彰式 ▲松島の食材を使った数々の

料理がふるまわれました

松島を知る
遊覧船に児童を招待

松
島「
か
き
鍋
」が 

大　

好　

評

　
　

月
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と
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の
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11
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台
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。
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松
島
産
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か
き
を
使
っ
た
白
だ

し
風
味
の
鍋
は
好
評
で
、
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を
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つ
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
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盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

　

ブ
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で
は
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の
ほ
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に
、
か

き
ご
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や
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島
ト
マ
ト
も
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売
さ

れ
、
松
島
の
地
元
食
材
の
P
R
も

行
い
ま
し
た
。

▲かき鍋を待つ大行列

町内の小学校へ図書カードを寄付

　８月に開催された松島流灯会海の盆の実行委員の皆さ

んが、１１月６日に役場を訪れ、町内の小学校へ図書カー

ドの寄付を行いました。

　松島流灯会海の盆では、お盆の意味を考え、古き良い

風習を伝える温故知新プロジェクトとして、海の盆のロ

ゴマーク入りの提灯を販売。提灯の売上げ収益が松島の

子どもたちのために使われるようにと企画され、町内の

協力店で販売されました。

震災孤児支援募金　全国から
　松島海岸中央商店会（佐々木繁会長）では、 4 月から

各店舗の店頭に東日本大震災の育英を目的とした募金箱

を設置しています。１０月までに集まった募金１, ３６５, ５７４

円を、松島町社会福祉協議会を通じて宮城県へ寄付する

ため、１１月６日に佐々木会長が松島町役場を訪れました。

　佐々木会長は「募金をしてくれた全国の皆さんに感謝

します。震災を風化させないためにも今後も継続してい

きます」と話し、社会福祉協議会へ託しました。募金は

すでに宮城県へ寄付されました。

販売協力店：
高秀文具店
ショッピングセンターはやし
フレンドショップほし
食事処はたや
ねまわりの野菜畑
コミュニティストア・サクライ
相原商店
陸奥物産

　町内の小学校6年生全員が、11月20日に松島島

巡り遊覧船組合招待による松島湾の周遊を満喫し

ました。船上で東北大学の佐々木久雄先生による

「松島湾の自然保護」のお話を伺った後、松一小体

育館で学校代表がリーダーとなってゲームなどの

交流を行いました。

　児童たちは口々に「きれいな海だね」と話し、自

分たちが住んでいる松島の良さを実感した一日と

なりました。

▲学区を越えて一緒に松島湾周遊を楽しみむ児童たち
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松
尾
芭
蕉
の
遺
徳
を
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ぶ
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回
松
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並
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に
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月　
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に
、
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11
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ど
で
開
催
さ
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ま
し
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。
芭
蕉
祭

は
、
陽
徳
院
の
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堂
で
瑞
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の

僧
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す
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厳
か
な
雰
囲
気

の
中
、
芭
蕉
の
法
要
が
営
ま
れ
、

そ
の
後
、
宮
城
県
俳
句
協
会
よ
り

献
句
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
続
く
伝
統
あ
る

３０

本
大
会
。
今
回
の
選
者
に
は
、
６

人
の
地
元
選
者
に
加
え
中
央
俳
壇

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
椰
子
」
代

表
の
友
岡
子
郷
先
生
、「
汀
」
主
宰

の
井
上
弘
美
先
生
を
招
聘
選
者
と

し
て
お
迎
え
し
、
全
国
よ
り
俳
句

の
愛
好
家
約
2
5
0
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
会
場
を
松
島
第

一
小
学
校
体
育
館
へ
移
し
て
行
わ

れ
た
全
国
俳
句
大
会
。
応
募
総
数

約
1
、 9
0
0
句
の
中
か
ら
8
人

の
選
者
に
よ
る
厳
正
な
審
査
で
選

ば
れ
た
入
選
句
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

松
島
町
内
関
係
者
の
入
選
作
品

は
次
の
と
お
り
で
す
。

第　

回

松

島

芭

蕉

祭

並

び

に

全

国

俳

句

大

会

開

催

58

（
兼
題
の
部
）

友
岡
子
郷
選

　

佳
作　

残
さ
れ
て
盆
火
焚
く
手
の
幼
か
り　
　
　

 

真
野　

ふ
く
代
（
松
島
）

菅
原
鬨
也
選

　

佳
作　

金
婚
や
写
真
の
人
と
月
見
酒　
　
　
　
　

 

上
總　

壽
子
（
高
城
）

鈴
木
八
洲
彦
選

　

秀
逸　

秋
風
や
く
が
ね
の
里
の
百
済
の
碑　
　
　

 

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

　

秀
逸　

虫
時
雨
賢
治
の
チ
ェ
ロ
の
弦
緩
ぶ　
　
　

 

安
達　

朝
子
（
高
城
）

　

佳
作　

一
病
を
得
て
百
粒
の
大
根
蒔
く　
　
　
　

 

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

　

佳
作　

秋
海
棠
あ
す
咲
く
色
を
の
ぞ
か
す
る　
　

 

高
橋　

さ
た
よ
（
磯
崎
）

　

佳
作　

蜻
蛉
の
発
ち
た
る
石
に
腰
お
ろ
す　
　
　

 

高
橋　

さ
た
よ
（
磯
崎
）

　

佳
作　

鬼
や
ん
ま
放
生
池
の
水
叩
く　
　
　
　
　

 

鈴
木　

朱
鷺
女
（
磯
崎
）

高
野
ム
ツ
オ
選

　

特
選　

幾
万
の
瓦
礫
を
包
む
夏
の
空　
　
　
　
　

 

岡
田　

と
み
子
（
磯
崎
）

蓬
田
紀
枝
子
選

　

佳
作　

一
病
を
得
て
百
粒
の
大
根
蒔
く　
　
　
　

 

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

　

佳
作　

犬
に
物
言
う
て
ポ
ン
ポ
ン
ダ
リ
ヤ
か
な　

 

高
橋　

さ
た
よ
（
磯
崎
）

　

佳
作　

蜻
蛉
の
発
ち
た
る
石
に
腰
お
ろ
す　
　
　

 

高
橋　

さ
た
よ
（
磯
崎
）

（
嘱
目
の
部
）

友
岡
子
郷
選

　

入
選　

沖
を
見
る
芭
蕉
も
咳
を
し
た
も
う
や　
　

 

榊
原　

伊
美
（
本
郷
）

井
上
弘
美
選

　

入
選　

蓮
の
実
の
飛
ん
で
地
球
の
重
さ
か
な　
　

 

岡
田　

と
み
子
（
磯
崎
）

　

入
選　

芭
蕉
忌
や
一
駅
の
み
の
切
符
買
ふ　
　
　

 

熊
谷　

克
子
（
本
郷
）

菅
原
鬨
也
選

　

特
選　

蓮
の
実
の
飛
ん
で
地
球
の
重
さ
か
な　
　

 

岡
田　

と
み
子
（
磯
崎
）

鈴
木
八
洲
彦
選

　

入
選　

沖
を
見
る
芭
蕉
も
咳
を
し
た
も
う
や　
　

 

榊
原　

伊
美
（
本
郷
）

　

入
選　

碑
の
声
に
耳
貸
す
翁
の
忌　
　
　
　
　
　

 

鈴
木　

朱
鷺
女
（
磯
崎
）

　

入
選　

翁
忌
の
一
燭
に
過
去
未
来
あ
り　
　
　
　

 

飯
川　

は
し
め
（
北
小
泉
）

高
野
ム
ツ
オ
選

　

入
選　

芭
蕉
忌
や
一
駅
の
み
の
切
符
買
ふ　
　
　

 

熊
谷　

克
子
（
本
郷
）

　

入
選　

牡
蠣
啜
り
を
れ
ば
海
よ
り
か
の
声
や　
　

 

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

西
山
睦
選

　

特
選　

碑
の
声
に
耳
貸
す
翁
の
忌　
　
　
　
　
　

 

鈴
木　

朱
鷺
女
（
磯
崎
）

蓬
田
紀
枝
子
選

　

入
選　

芭
蕉
忌
や
一
駅
の
み
の
切
符
買
ふ　
　
　

 

熊
谷　

克
子
（
本
郷
）　

　

入
選　

一
幹
の
放
生
池
の
冬
紅
葉　
　

　
　
　
　
 

今
野　

勝
正
（
松
島
）

　

入
選　

一
山
の
僧
侶
出
頭
翁
の
忌　
　

　
　
　
　
 

石
川　

征
一
（
松
島
）

▲全国俳句大会には多くの俳句愛好家が集まり

ました

▲陽徳院で開催された芭蕉祭
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第32回
全日本実業団対抗女子駅伝競走大会が開催されます

日本国内女子のトップランナーが宮城を駆け抜けます
　実業団女子の日本一決定戦である全日本実業団対抗女子駅伝競走大会が今

年も宮城県で開催されることになりました。

　大会コースは、松島町中央公民館前をスタートし、仙台市までを結ぶ

４２.１９５�です。各チームの選手がたすきをつなぎゴールを目指します。

交通規制にご協力をお願いします
　大会当日は、コース周辺で交通規制が行われます。交

通規制に伴い、町民の皆さんにはご不便をおかけするこ

とになりますが、ご理解とご協力をお願いします。

●開催日　１２月１６日 （日）
●問合先　宮城県教育庁スポーツ健康課　�２１１‐３６６８

●主　催　日本実業団陸上競技連合　� 03-3487-2221

▲ 昨年の大会の様子

通過場所と予想通過時刻

１．スタート （１２：１5）　     松島町中央公民館前

２．第１中継所 （７.０�／１２：37）

塩竈市地域活動支援センター前

３．第２中継所 （１０.９�／１２：４9）        塩竈市水道部前

４．第３中継所 （２１.８�／１３：２5）

三和シヤッター工業・富士化学工業前

５．第４中継所 （２５.４�／１３：３6） 　聖和学園高等学校前

６．第５中継所 （３５.４�／１４：０9）　仙台第二高等学校前

７．フィニッシュ （４２.１９５�／１４：30）　仙台市陸上競技場

　

今
回
は
少
し
趣
向
を
変
え
て
、

ト
イ
レ
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
発
掘
調
査
で
礎
石
の
跡
や
大

き
な
柱
の
痕
跡
が
見
つ
か
れ
ば
建

物
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
わ
か

り
ま
す
。
一
方
で
人
間
の
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ト
イ
レ

は
小
規
模
な
施
設
で
あ
る
の
で
な

か
な
か
場
所
を
特
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
用
途
不
明
の
深
い
穴
が

見
つ
か
っ
た
際
に
は
そ
こ
に
溜

ま
っ
た
土
を
分
析
し
ま
す
。
今
回

の
発
掘
調
査
で
も
直
径
１
ｍ
ほ
ど

の
円
形
の
穴
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

土
壌
を
科
学
的
に
分
析
し
た
と
こ

ろ
、 
鞭  
虫 
・ 
肝  
吸  
虫 
・ 
回  
虫 
と
い
っ

べ
ん 
ち
ゅ
う 

か
ん 
き
ゅ
う 
ち
ゅ
う 

か
い 
ち
ゅ
う

た
寄
生
虫
の
卵
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
肝
吸
虫

は
フ
ナ
、
コ
イ
な
ど
の
淡
水
魚
を

生
で
食
べ
る
と
感
染
す
る
こ
と
が

多
く
、
当
時
の
人
び
と
の
食
生
活

も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

担
当：

教
育
課
生
涯
学
習
班　

　
　
　
　

学
芸
員　

森
田

現
代
に
よ
み
が
え
る
大
寺
院
「
円
福
寺
」
⑦

文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財
でででででででででででで
見見見見見見見見見見見見
るるるるるるるるるるるる
松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島
のののののののののののの
歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

▲寄生虫の卵が確認された穴 ▲同じく 鞭  虫 の卵
べん ちゅう

▲遺跡から採取した土に含

まれていた 肝  吸  虫 の卵
かん きゅう ちゅう

交通規制のため町営バスの発着場所が変わります
●日時　１２月１６日 （日）●場所　公民館出発→役場出発

※中央公民館前バス停と役場前バス停（生協前）からの乗車はでき

ませんので、お気をつけください。

●問合先　総務課環境防災班　�３５４‐５７８２
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『
松
島
元
気
塾
』交
流
会
を
開
催

　

松
島
元
気
塾
は
元
気
な
高
齢
者

向
け
の
教
室
で
、
現
在
町
内
4
カ

所
で
開
催
さ
れ　

人
以
上
の
方
が

80

た
が
週
1
回
〜
3
回
通
所
し
て
い

ま
す
。

　
　

月　

日
に
は
、
4
カ
所
の
塾

10

17

生
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ

り
に
集
ま
り
、
脳
ト
レ
や
体
操
、

活
動
発
表
等
を
行
い
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

元気塾では塾生を 
募集しています

　元気塾は各会場に自力で通所し、

身の回りのことが自分でできる方

が健康維持のために通う教室です。

（要介護認定を受けている方は原

則として利用できません）

　現在、高城ふれあい元気塾（火・

木コース）、松島ほほえみ元気塾

（火・木コース）、品井沼元気塾

（火コース）に若干の空きがあり

ますので、興味のある方はお気軽

にお問い合わせください。

　体操・脳トレ・製作・レクリェー

ション活動を通して、ますます元

気ハツラツになりましょう！

●問合先　

　地域包括支援センター

　�３５４－６５２５

▲熱演しました。星のフラメ
ンコ～　オ・レ！

磯崎白萩元気塾の皆さん磯崎白萩元気塾の皆さん

▲『千の風になって』を心を
こめて合唱しました

品井沼元気塾の皆さん品井沼元気塾の皆さん

▲七夕おどりを毎日練習して
きました

松島ほほえみ松島ほほえみ

元気塾の皆さん元気塾の皆さん

▲フラダンスに初挑戦しまし
た。難しい！

高城ふれあい高城ふれあい

元気塾のみなさん元気塾のみなさん

み
や
ぎ
発
の
ジ
オ
パ
ー
ク
／
松
島
ス
タ
イ
ル

　
　

月　

日
に
、
南
三
陸
海
岸
ジ

11

19

オ
パ
ー
ク
準
備
委
員
会
（
谷
口
充

宏
代
表
）
主
催
の
ジ
オ
パ
ー
ク
講

演
会
「
み
や
ぎ
発
の
ジ
オ
パ
ー
ク

／
松
島
ス
タ
イ
ル
」
が
パ
レ
ス
松

洲
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
観
光
関

係
者
や
教
育
関
係
者
、
地
球
科
学

関
係
者
な
ど
約　

人
が
出
席
し
ま

50

し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
委
員
会
事
務
局
を
担
当
す
る
産

業
技
術
総
合
研
究
所
グ
ル
ー
プ
長

の
渡
辺
真
人
さ
ん
が
「
世
界
の
ジ

オ
パ
ー
ク
・
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、「
高
知
県

室
戸
市
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
地
震

で
隆
起
し
た
地
形
と
弘
法
大
師
空

海
の
伝
説
な
ど
を
絡
ま
せ
た
ス

ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ジ
オ
パ
ー
ク

で
観
光
客
の
誘
客
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
と
他
地
域
の
事
例
を
ふ
ま

え
、
松
島
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
可
能

性
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
城
大
学
事
業
構
想
学

部
教
授
の
宮
原
育
子
さ
ん
が
、
松

島
の
観
光
が
通
過
型
と
な
っ
て
い

る
現
状
を
説
明
し
「
ジ
オ
パ
ー
ク

を
つ
く
る
過
程
で
地
元
の
住
民
こ

そ
が
地
域
の
宝
を
整
理
す
る
こ
と

が
で
き
、
滞
在
型
の
新
し
い
松
島

ス
タ
イ
ル
を
発
信
で
き
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
開
催
さ
れ
た
、
地
球

科
学
関
係
者
と
地
域
住
民
と
の
意

見
交
換
で
は
「
松
島
の
地
質
と
歴

史
性
を
生
か
す
こ
と
は
可
能
か
」

「
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
組
織
が
必
要

か
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
松
島
町
が
震

災
復
興
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
「
ジ

オ
パ
ー
ク
」
に
つ
い
て
の
理
解
と

可
能
性
を
探
る
た
め
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
の
自
然
や
文
化
、歴
史
に
誇
り
を

▲日本ジオパーク委員会事務局の渡辺真人
さん

▲宮城大学事業構想学部の宮原育子教授

▲観光関係者、教育関係者、地球科学関係者など
約 50 人が参加

▲活発な意見交換が行われました
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未
来
に
は
ば
た
け
！

　

〜
松
島
中
学
校
第
2
学
年

職
場
体
験
学
習
〜

　
　

月　

日
と　

日
に
松
島
中
学

11

15

16

校
の
2
年
生
が
、
松
島
町
役
場
を

は
じ
め
と
す
る
町
内
の　

の
事
業

43

所
で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
実
際
に
働
く
人

に
触
れ
る
こ
と
で
働
く
こ
と
の
意

義
や
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
見

識
を
深
め
、
自
分
の
将
来
へ
関
心

を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
職
業
調
べ
や
上
級
学

校
調
べ
な
ど
自
分
た
ち
の
将
来
に

つ
い
て
の
学
習
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

��

��

��

�

　

保
育
所
や
希
望
園
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
町
へ
「
い
つ
も
み
ん
な
の

た
め
に
お
仕
事
が
ん
ば
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

カ
レ
ン
ダ
ー
や
ペ
ン
立
て
な
ど
、

心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  
勤
労
感
謝
の
日

　
　

月　

日
に
松
島
第
一
幼
稚
園

11

13

の
年
長
組
園
児　

名
が
、
松
島
消

22

防
署
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
松
島

の
た
め
に
働
い
て
く
れ
て
い
る
消

防
署
の
皆
さ
ん
に
、
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
み
ん
な
で
描
い
た
絵

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
消
防
車

や
救
急
車
を
見
せ
て
も
ら
い
、
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
消
防
署
の
仕
事

に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
職
場
を
訪
問

子
ど
も
た
ち
か
ら

手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
つ
も
守
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

▲希望園の子どもたちからカレンダー
をいただきました

▲高城保育所の子どもたちからカレン
ダーをいただきました

▲かっこいい消防車の前で
　「はいチーズ」

▲磯崎保育所の子どもた
ちからペン立てをいた
だきました

▲役場総務課であいさつをする松島中学校の生徒
の皆さん

12月16日は衆議院議員総選挙の投票日です
●投票ができる方

　投票ができる方は、次の条件を満たす方です。

　　・平成２４年９月３日までに本町に転入届を提出した方

　　・平成４年１２月１７日以前に生まれた方

●期日前投票

　仕事や用事、旅行などで投票日に投票所へ行けない方は、期日前投票ができます。

期間：１２月５日（水）～１２月１５日（土）　８：３０～２０：００
場所：松島町役場（印鑑は不要です。投票所入場券をご持参ください）

●選挙速報をパソコン・携帯電話で見ることができます

発表内容・予定時刻

・定時投票率：毎時１５分頃　・最終投票率：20：30 頃　・開票結果：0：00 頃

ＵＲＬ　www.town.miyagi-matsushima.lg.jp/mob/

注意事項　一部の携帯電話では、閲覧できない場合があります。

当日の問合先　保健福祉センター（選挙管理委員会）　　�３５５-０６６６

●問合先　松島町選挙管理委員会　�３５４-５８９３

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

愛宕投票区の皆さまへ

　投票所が「松島中学校体育館」から「本

郷ふれあいセンター」に変更されます。

� ����������������������
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月　

日
、
東
日
本
大
震
災
の

１１

１７

教
訓
を
も
と
に
、
平
成　

年
度
総

２４

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
３
月　

日
に
発
生
し

２３

１１

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
本
町

で
は
い
ま
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
規
模
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
さ
ら
に
今
後
の
災
害
に

備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

当
日
行
わ
れ
た
訓
練
は
、
８
時

　

分
に
三
陸
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

５５ド
９
・
０
の
地
震
が
発
生
し
、
そ

の
後
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
想
定
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
災
害
対
策
本
部
設

置
訓
練
、
安
否
確
認
・
住
民
避
難

訓
練
、
観
光
船
津
波
避
難
訓
練
、

福
浦
島
に
お
け
る
観
光
客
津
波
避

難
訓
練
を
中
心
と
し
た
初
動
訓
練

を
確
認
。
訓
練
に
は
、
住
民
や
地

元
観
光
関
係
者
、
町
職
員
、
陸
上

自
衛
隊
、
海
上
保
安
部
等
の
関
連

機
関
、各
種
団
体
等
も
含
め
約
２
、

 
４
０
０
人
が
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
な
い

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

各
行
政
区
で
の
避
難
訓
練

　

町
内
の
各
行
政
区
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
住
民
が
避
難
所
に

避
難
。
安
否
確
認
や
防
災
訓
練
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、

各
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

平成24年度

▲手樽地区での避難訓練の様子 ▲磯崎地区の避難所で行われた安否確認

観
光
客
の
津
波
避
難
訓
練

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
、
町

内
に
は
約
１
、 ２
０
０
人
の
観
光

客
が
い
ま
し
た
が
、
観
光
関
係
者

の
協
力
も
あ
り
、
無
事
誘
導
で
き

た
こ
と
は
観
光
地
松
島
の
誇
り
で

す
。

　

訓
練
は
、
観
光
桟
橋
付
近
、
五

大
堂
付
近
に
観
光
客
が
多
数
い
て
、

さ
ら
に
遊
覧
船
が
出
航
し
て
い
る

状
況
で
、
さ
ら
に
、
福
浦
島
に
は

観
光
客
が
取
り
残
さ
れ
、
福
浦
橋

が
落
橋
す
る
恐
れ
が
あ
る
状
況
を

想
定
。
福
浦
島
で
は
、
海
上
保
安

庁
が
ヘ
リ
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
観

光
客
へ
の
呼
び
か
け
、
自
衛
隊
に

よ
る
避
難
誘
導
な
ど
、
よ
り
実
践

に
近
い
形
で
防
災
訓
練
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

▲高城地区での避難訓練の様子

災
害
対
策
本
部
で
の 

情
報
収
集

　

役
場
庁
舎
で
は
、
地
震
発
生
と

同
時
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

陸
上
自
衛
隊
や
海
上
保
安
部
等
の

関
連
機
関
、
各
種
団
体
等
が
一
堂

に
会
し
、
各
地
区
へ
配
置
し
た
職

員
か
ら
入
る
被
害
状
況
、
避
難
者

情
報
な
ど
を
も
と
に
、
迅
速
な
初

動
体
制
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
い
つ
来
る
か
も
し
れ
な
い

大
震
災
。
町
全
体
が
一
体
と
な
っ

た
訓
練
は
今
後
も
必
要
で
す
。

▲各地区から次々と情報が入り
ます

▲各機関が集まり、対応を協議する
災害対策本部

▲出航していた遊覧船から避難 ▲自衛隊による避難誘導 ▲ヘリから観光客へ
呼びかけ
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第　

回
防
犯
診
断
競
技
大
会

22

　

第　

回
防
犯
診
断
競
技
大
会
が　

月　

22

10

16

日
に
名
取
市
の
宮
城
県
警
察
学
校
で
開
催

さ
れ
、
県
内　

チ
ー
ム
が
参
加
し
日
頃
の

22

防
犯
指
導
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

塩
釜
地
区
代
表
と
し
て
松
島
海
岸
防
犯

指
導
隊
の
阿
部
永
正
隊
長
（
松
島
）
と
色

川
浩
二
隊
員
（
松
島
）
が
参
加
し
、
競
技

に
お
い
て
全
力
を
尽
く
し
、
活
躍
が
目

立
っ
た
選
手
に
贈
ら
れ
る
敢
闘
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

東日本大震災による 
被害の爪痕を視察

　１１月５日と６日に、民生委員児童委

員の皆さんが岩手県岩泉町を視察しま

した。

　岩泉町は、沿岸部の河口に設置され

た高さ１２ｍもある水門を津波が越えて

町を襲い、８０棟もの住宅などを押し流

しました。地元のガイドさんの説明で、

水門の建設や今回の津波被害について、

また、この震災を風化させないよう自

分たちが伝えていこうという話しに、

参加した委員の皆さんは共感。「災害を

受けて困ったときは、お互い助け合い、

乗り越えないといけない」と感想を語っ

ていました。

▲ガイドさんから震災当時の話を聞く
委員の皆さん

松島町内の放射線量測定結果

（　）内は地表からの高さ（ｍ）

測定機器　①簡易型放射線測定器 (PA-1000)　　② GM管式 (MODEL3&MODEL44-9)

単位　マイクロシーベルト（μ Sv/h）　　シーベルトとは、放射線が人体に与える影響を表す単位です。

学校給食測定結果　１１日１２日 （月）現在　

放射性ヨウ素（Ｉ-131）：不検出　　

放射性セシウム（Cs-134）：不検出　

放射性セシウム（Cs-137）：不検出

水道水測定結果　１１月９日 （金）　現在

　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地）　　

　放射性ヨウ素：不検出　　　放射性セシウム：不検出

浄水場発生土測定結果　１１月９日 （金）　現在

　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム (Cs-134)：３４７　放

射性セシウム (Cs-137)：６３５　※浄水場発生土には、放射性物

質が検出されていますが、水道水については、放射性物質が

不検出の状況となっていますので、安心してご利用ください。

町内産農林産物の放射性物質測定結果　１１月 20日 （火）　現在

　キノコ（町内採取）

　現在、宮城県より野生キノコ類に対する注意喚起が出ていま
す。野生のキノコの採取はお控えください。

　放射性セシウム (Cs-134)：13.8　

　放射性セシウム (Cs-137)：32.2　（単位：B q/kg）

　最新の放射線量測定結果は県のホームページで公開しています。

●問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　�

３５４‐５７８２　学校給食測定結果：教育課学校教育班　�３５４‐

５７１３　水道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所　�３５４‐

５７１１　農林産物放射性物質測定結果：産業観光課農林水産班

�３５４‐５７０７

１1月 20 日（火）現在

②測定値①測定値測定場所

0.158（0.5）0.079（0.5）
松 島 町 役 場

0.128（0.1）0.071（0.1）

0.110（0.5）0.068（0.5）松島第一幼稚園

0.116（0.5）0.070（0.5）松島第二幼稚園

0.144（0.5）0.073（0.5）松島第五幼稚園

0.142（0.5）0.071（0.5）松 島 保 育 所

0.152（0.5）0.080（0.5）高 城 保 育 所

0.122（0.5）0.077（0.5）磯 崎 保 育 所

0.116（0.5）0.070（0.5）高城保育所分園

0.132（0.5）0.053（0.5）松島第一小学校

0.116（0.5）0.070（0.5）松島第二小学校

0.144（0.5）0.073（0.5）松島第五小学校

0.138（0.1）0.081（0.1）松 島 中 学 校

農林畜産物の放射能測定について

　無料で、食品の放射能検査を行います。

●対象者　町内に在住の方

●申込み・問合先　JA仙台松島支店　�３５４‐２１０１

▲防犯指導の成果を披露

▲敢闘賞を受賞した色川隊員（左）と阿部隊長（右）

全
国
地
域
安
全
運
動
宮
城
県
大
会

　
　

月　

日
に
パ
レ
ス
宮
城
野
で
開
催
さ

10

10

れ
た
、
全
国
地
域
安
全
運
動
宮
城
県
大
会

の
席
上
で
、
松
島
町
北
部
地
区
防
犯
指
導

隊
の
阿
部
幸
夫
隊
長
（
北
小
泉
）
が
、
防

犯
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
防
犯
思

想
の
啓
発
高
揚
等
に
尽
力
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
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　近年、医療

機関や施設、

在宅介護にお

いて介護ベッ

ド関連での重

傷や死亡事故

が報告されて

おり、今年度

もすでに４件

の死亡事故が

報告されてい

ます。

　特に手すり

の隙間に首や手足を挟むなどして、死亡したり、

大けがを負ったりする重大事故が続発していま

す。介護ベッドを使用する際には安全具を用い

てすき間をふさぐなど、事故防止の対策を行う

ようお願いします。

松島町復興支援定住促進事業補助金制度について
　東日本大震災により被災された方の復興の支援と定住促進を

図るため、町内に住宅を取得する方に対し、松島町復興支援定住

促進事業補助金を交付します。

●対象者　

　次の要件をすべて満たす方

①町民で今回の震災により住宅が半壊以上の被害を受けた方、

　または町外から松島町に転入する方

②平成２３年３月１１日以後に定住（５年以上住民登録される方）を

　目的として町内に新築住宅または中古住宅を取得する方

③補助金の交付を受けようとする年度の前年度に、納付すべき町税等の滞納のない方

　（転入者にあっては従前住所地において市町村税等の滞納のない方）

●対象経費 　

　新築住宅取得または中古住宅取得に要した費用（土地取得費、設計費および改修費含む）

●補助金の額

①取得費用の１０パーセント以内で、最大５０万円（中古住宅は２５万円）を交付。

②町内建築業者を利用して建築した場合は、５０万円を加算し、最大１００万円を交付します。

　※改修のみは対象となりません。

●事業の期間　平成２６年３月３１日まで
●補助金の申請　

　申請書に次の書類を添えて申請してください。

　○住民票（世帯全員）　○位置図及び平面図　

　○住宅取得価格（土地の取得費、設計及び改修費を含む）を示す契約書の写し

　○納税証明書（世帯員を含む。転入者は前住所地のもの）　○下請施工業者等内訳書　○り災証明書の写し

●申込み・問合先　企画調整課まちづくり支援班　�３５４‐５８０９

デンキウナギの
クリスマスツリー

　毎年恒例となったデンキウナギのクリス

マスツリー。今年も１１月１０日からマリン

ピア松島水族館で展示が開始されています。

松島水族館の冬の風物詩。平成２５年１月６

日までの開催です。

●問合先　マリンピア松島水族館　�３５４‐２０２０

介護ベッドのすき間が

危ない !!
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　松島町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、本町の職員の任免、給与等の状況のあらましに

ついてお知らせします。

●休暇等

      年次有給休暇 １人当たり平均取得日数　９.3 日

      病気休暇  ８人    育児休業及び部分休業　4人

４　職員の分限及び懲戒の状況（平成２3年度）

分限処分　なし　　懲戒処分　なし　　訓告等  なし

５　職員の服務の状況（平成２3年度）

●職務に専念する義務の免除

　厚生に関する計画の実施に参加する場合

　職員健康診断　１５6人　　

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成２3年度）

●研修所研修（市町村職員研修所、市町村職員中央研修所等）、

　職場研修に延べ１46 人受講

●勤務成績の評定　平成 23 年度未施行（東日本大震災の対応

　を優先したため）

●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

（平成２3年度）

●職員の福祉

　職員健康診断

　　●職員の利益の保護

　　　勤務条件に関する措置の要求　　なし

　　　不利益処分に関する不服申立て     なし

８　公平委員会の業務の状況に係る宮城県人事

　　委員会からの報告（平成２3年度）

　　業務の状況について　特になし

受診者数区　　　　分

             ２8人定 期健康診断

           １２8人人 間 ド ッ ク

             37人

子 宮がん検診

乳 が ん 検 診

前立腺がん検診

             １７人脳ドッグ検診

人事行政の運営等の状況について

職　員　数区　　分

     １１0人町 長 部 局

       ３０人教育委員会部局

       １０人水 道 事 業 所

     　　６人そ の 他 の 部 局

     １56 人　合　　　 計　

１　職員の任免及び職員数に関する状況（平成２3年度）

　　●退職者数　７人　　採用者数　6人

　　●職員数（平成２3年４月１日現在）

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額

49.0 歳318,531 円300,578 円42.3 歳378,902 円302,144 円

２　職員の給与の状況（平成２3年度）

　　●職員の平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 23 年４月１日現在）

(注 ) 平均給与月額は，給料月額と毎月支払われる扶養手当，住居手当，通勤手当等の諸手当を含んだもの。

　( 注 ) 退職手当の１人当たりの平均支給額は，前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

　勧奨・定年 自己都合     　支給率

30.55 月分23.50 月分勤 続 ２０ 年

 　41.34 月分　 33.50 月分勤 続 ２５ 年

　 59.28 月分　 47.50 月分勤 続 ３５ 年

 　59.28 月分　 59.28 月分最 高 限 度 額

24,214 千円8,428 千円１人当たりの平均支給額

　　●期末手当　２.６月　　勤勉手当　１.３５月　　　　　

　　●退職手当の状況（平成２3年度）

終　　業休憩時間始　　業

17：1512：00 ～ 13：00８：30

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成２3年度）

　　●職員の勤務時間  １日当たり７時間４５分（休憩時間を除き，４週間を超えない期間につき１週間当たり 38 時間 45 分）
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１０月２８日（日）　音楽で魅了
　まつしま音楽愛好会主催のジョイントコンサートが、

保健福祉センターの健康ホールで開催されました。

　毎年開催されているこのコンサートは、今年で２０回

目。今回は町内の音楽団体から７団体が参加し、美しい

ハーモニーの合唱や壮大な吹奏楽の音色に、会場の皆さ

んは魅了されていました。

▲松島中学校吹奏楽部による演奏

１１月３日（土・祝） 　地域で元気フェスティバル
　幡谷分館・上竹谷分館・子ども育成会の合同行事となる平成２４年

度元気フェスティバルが、品井沼農村環境改善センターで開催されま

した。

　２部構成で行われた同行事。第１部では、スタジオファインの鈴木

宣昭先生をお迎えし、リズムに合わせたストレッチで日ごろの疲れを

取りました。第２部では、地域の方々と子どもたちが一緒になって餅

つきを行い、会場には世代を越えた交流が展開されました。

１０月２０日（土）　今年も「いやすこ」が味わえます

　松島限定の特別純米酒「いやすこ」の原料である、『ひ

とめぼれ』の稲刈りが磯崎の生産田で行われました。

　「いやすこ」は、松島の農業、酒造、酒屋、ホテル等

の人たちで作りあげるお酒。今年は、首都圏在住の方

がたなどで結成された「いやすこ作り隊」も５月の田植

えから参加し、冬には初しぼりを行います。

▲元気なお米ができました

▲ストレッチで日ごろの疲れを解消

１０月１６日（火）　一流の演奏を堪能

　松島第一小学校体育館で、平成２４年度宮城県巡回小

劇場が行われ、「東京金管五重奏団」の皆さんが、町内

の小学 4・5年生を対象に演奏を披露しました。

　子どもたちは、トランペット、トロンボーン、ホルン、

チューバといった金管楽器の一流の演奏を楽しみ、芸

術の秋を堪能しました。

▲一流の演奏で芸術の秋を堪能

１０月１５日（月）　地域文化を後世に
　１０月１３日から１５日までの３日間、夢メッセみやぎで

ねんりんピック宮城仙台 2012 地域文化伝承館が開催さ

れました。

　地域文化伝承館は民俗芸能や郷土芸能の伝承を通じ

て世代間交流を図る目的に開催されており、ステージ出

演の部では、松島町老人クラブ連合会女性部の皆さんが

「大漁唄い込み」を披露しました。

▲松島の前進を目指し、心を込めて一生懸命踊りました
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米寿おめでとう（11月の敬老祝い金贈呈者）

話題の本　
　「ソロモンの偽証　第Ⅰ部事件」　　　　　　　　宮部　みゆき　著
　事件の発端はクリスマスの朝、雪の校庭に転落した少年の死だった。
　彼の死は状況から自殺と思われたが、目撃者を名乗る人物からの告発状が届いたことに
より、事件は思わぬ方に波紋が広がっていった。
　周囲の大人たちの思惑とは反対にマスコミも加わっての騒動は、やがて多感な中学生た
ちに新たな悲劇をもたらしていく。

本 の 宝 箱 （図書室からのお知らせ）

《　新　　刊　》　
「玉山警部補の災難」 海堂　　尊　著
「鍵のない夢を見る」 辻村　深月　著
「ヒート」 堂場　瞬一　著
「神様のカルテ３」 夏川　草介　著
「虚像の道化師　ガリレオ③」 東野　圭吾　著
「ブラッド ･スクーパ」 森　　博嗣　著
「働き方」 稲盛　和夫　著
「春霞ノ乱　居眠り磐音江戸双紙 40」
 佐伯　泰英　著

《　児童書の新刊　》
「からすのたまごにいちゃん」

あきやま　ただし　絵
「ようちえん　いやや」　　　  長谷川　義史　絵

《 おはなし会のお知らせ 》　

おはなし会クリスマススペシャル !!

12 月 22 日 （土）10:30 ～　２階　集会室

読み聞かせや工作のほか、おたのしみが

いっぱい�みんな、きてね！　

《  図 書 室  》

●平　日　　　　１０：００～１８：００

●土・日・祝日 １０：００～１６：００

●休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日

今月は 3日 ･10 日 ･17 日 ･24 日

（年末年始は）29～ 1/3 日が休館です。

●問合先　勤労青少年ホーム　�３５４‐４０３６

◆今野義伊さん（高城） ◆丹野鐵志さん（磯崎） ◆阿部清二郎さん（根廻）

◆丹野愛子さん（高城） ◆山田庄治さん（磯崎） ◆澁谷愛子さん（桜渡戸）

◆ a 橋幸子さん（本郷） ◆安保アキさん（磯崎） ◆大内ともさん（高城）

◆千葉かねこさん（本郷） ◆宮澤　 さん（手樽） ◆瀬戸雪江さん（高城）

◆櫻井たみ江さん（本郷） ◆山 aしけをさん（初原）

寄付・寄贈
◆社会福祉協議会へ
ＪＡ仙台松島支店様（飯川洋
一支店長）より　　１７， ４００円
ねまわりのひまわり実行委員会様より

18,182 円
匿名より     　  タオル類多数
渡辺衛夫様より

電動ベッド１台

文
化
の
日
表
彰

　
　

月
1
日
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

11
ン
ホ
ー
ル
宮
城（
宮
城
県
民
会
館
）

で
開
催
さ
れ
た
平
成　

年
文
化
の

24

日
表
彰
式
の
席
上
で
、
松
島
町
統

計
調
査
員
事
務
研
究
会
会
員
の
齋

藤
久
さ
ん
（
上
竹
谷
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り

統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計
調

査
に
尽
力
し
、
調
査
統
計
の
普
及
、

改
善
に
寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

文
化
の
日
表
彰
と
は
、
地
方
自

治
、
産
業
、
教
育
、
民
生
、
そ
の

他
県
下
の
各
分
野
に
お
い
て
、
多

年
に
わ
た
り
県
政
の
進
展
、
県
民

福
祉
の
増
進
、
芸
術
文
化
の
向
上

等
に
寄
与
さ
れ
た
方
・
団
体
に
、

宮
城
県
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

宮
城
県
統
計
大
会
表
彰

　
　

月　

日
、
多
賀
城
市
文
化
セ

11

13

ン
タ
ー
（
多
賀
城
市
）
で
開
催
さ

れ
た
平
成　

年
度
宮
城
県
統
計
大

24

会
の
席
上
で
、
松
島
町
統
計
調
査

員
事
務
研
究
会
会
員
の
齋
藤
孝
一

さ
ん
（
北
小
泉
）、
櫻
井
眞
さ
ん

（
幡
谷
）、
a
橋
由
弘
さ
ん
（
高

城
）
の
3
名
が
宮
城
県
統
計
協
会

会
長
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
名
の
方
は
、
統
計
調
査
に
従

事
し
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
て
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。▲q 橋 由弘さん （高城） ▲櫻井眞さん（幡谷） ▲齋藤孝一さん（北小泉）

▲齋藤久さん（上竹谷）
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� �
　これからの時期は、家庭での油類

を取り扱う機会が多くなり、ホーム

タンクの操作ミスなどによる油流出

事故が懸念されます。

　ホームタンクからポリタンクに移

し替えている最中に目を離したり、

移し替えた後にホームタンクのバル

ブを閉め忘れたために油が流出した

事故が発生しています。

　油の流出は、河川環境等に影響を

与えますので、ホームタンクの状態

や取り扱い等に関して再度確認し、

安全な使用を心がけましょう。

●問合先　総務課環境防災班

　　　　　� 354-5782　町税などは、便利で忘れない、し

かも安全な口座振替を利用しましょ

う。

●納期　１２月２５日 （火）

●固定資産税　４期

●国民健康保険税　９期

●介護保険料　５期

●後期高齢者医療保険料　６期

●問合先

課税については

税務班　�３５４-５７０３

納付については

特別滞納整理室　�３５４-５９１３

後期高齢者医療保険料については

町民サービス班　�３５４-５７０５

介護保険料については

健康長寿班　�３５５-０６７７

12 月の納期限

●日時　

　１２月１３日 （木）、１２月２５日 （火）　

　１０：００～１２：００

●場所　塩釜保健所

　　　　（塩釜市北浜４- ８-１５）

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

犬・猫引き取り日

●日時　

　平成２５年１月１３日（日）１０：００～

●場所　ホテル松島一の坊（※公民

館大規模改修工事に伴い今回の成

人式会場が変わります）

●対象　平成４年４月２日から

　平成５年４月１日生まれの方

●その他　勤労、就学等により町内

に住所を有しない方で式典参加を

希望の方は、お早めに中央公民館

までご連絡ください。

　　また、成人式実行委員を募集し

ています。新成人になられる方で

希望される方は、中央公民館まで

ご連絡ください。

●問合先　

　中央公民館　�３５３-３０３０

第６４回　松島町成人式典

油類の取り扱いに注意

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（１１月２日～１２月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、役場町民福祉課国保窓口

に返還してください。

●発送日　１２月 17日 （月）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

ライン運営委員会」、またはお取引金

融機関までお問い合わせください。

●問合先　個人版私的整理ガイドラ

イン運営委員会　コールセンター

�０１２０-３８０-８８３　

　宮城支部　�２１2-３０２５　

（平日　９：００～１７：００）

歯科休日診療

休日・急患診療のご案内
診療科目受付（診療）時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科
  8：45 ～ 11：30
13：00 ～ 16：30
（9：00 ～ 17：00）

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
塩釜地区

休日急患

診療センター
小児科

（15歳まで）

18：30 ～ 21：30

（19：00 ～ 22：00）
土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　� 354�5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366�0630

�３６１-６３３０七ヶ浜町境山２-１３- ３　山本歯科医院１2 月２日 （日）

�３６２-５５３７塩釜市花立町１３-１２はるみ歯科１2 月９日 （日）

�３６１-１２５１塩釜市梅の宮１４-１０永沼歯科クリニック１2 月 １6 日 （日）

�３８９-１１８２多賀城市高橋４- ２- １ありま歯科医院１2 月 ２３ 日 （日）

�３６１-８１８０多賀城市下馬５- ５-３０歯科・アイザワデンタル１2 月 ２４ 日 （月・振）

�３６１-３８０３塩釜市清水沢１-３２- １清水沢いまいずみ歯科クリニック１2 月 ３０ 日 （日）

�３６２-５５３７塩釜市花立町１３-１２はるみ歯科１2 月 ３１ 日 （月）

�３６１-６３３０七ヶ浜町境山２-１３- ３山本歯科医院１月１日  （火・祝）

�３８９-１１８２多賀城市高橋４- ２- １ありま歯科医院１ 月２日 （水）

�３６１-８１８０多賀城市下馬５- ５-３０歯科・アイザワデンタル１月３日  （木）

　東日本大震災の影響によって、住

宅ローンなどの借入金の弁済にお悩

みの方は「債務整理のガイドライン」

（被災ローン減免制度）を利用する

ことにより、住宅ローンなどの免除

を受けることができます。

　詳しくは、「個人版私的整理ガイド

震災による住宅ローン弁済にお悩みの方へ
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　本年度の申告は、中央公民館が大規模改修工事中で使用できないため、勤労青少年ホームで実施することに
なりました。

　会場となる勤労青少年ホームは、敷地内に駐車できる台数が少ないため、不便をおかけしますが、可能な限り公

共交通機関をご利用いただき、ご来場いただきますよう、ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。

　なお、申告日程や時間等の詳細につきましては、広報まつしま１月号でお知らせいたします。

●問合先　財務課税務班　�３５４-５７０３

平成25年度町民税・県民税申告相談会場は松島町勤労青少年ホームになります

　来月７５歳になられる方へ今月中旬以降に後期高齢者医療被保険者証を郵送します。７５歳の誕生日当日より、後

期高齢者医療制度に加入されることになります。現在加入されている医療保険から脱退することになります。現在

ご使用の被保険者証やその他の認定証（「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「特定疾病受療証」）をお持ちの方

は誕生日から使用できなくなりますので、各保険者に返還してください。

　現在加入されている医療保険者から免除証明書の交付を受けている方も、後期高齢者医療の免除証明書の交付を

受ける必要があります。加入後（誕生日以降）に町民サービス班へ申請してください。

　保険料については、平成２５年２月中旬に「保険料額決定通知書」を送付予定です。

●問合先　町民福祉課町民サービス班　�３５４-５７０５

後期高齢者医療被保険者証の交付について　－１月に75歳になられる方へ－

　住民基本台帳カードは、住民基本台帳ネットワークシステムのサービスの一環として、平成１５年からご希望の方

に有料で交付しているものです。このカードには、「顔写真あり」と「顔写真なし」があり、どちらかを選択する

ことができます。

　住民基本台帳カードは、こんなときに利用できます。

○顔写真ありを選択した場合は、公的な身分証明書として利用できます

○住民票の写しの広域交付時に利用できます

○公的個人認証サービスの電子証明証の保存用カードとして利用できます

※住所地市区町村以外の市区町村役場で住民票の写しの交付が受けられるサービスです

●申請に必要なもの

・印鑑

・顔写真ありを希望した場合は顔写真

　（４.５cm×３.５cmの大きさ、正面、無帽、無背景で申請前６カ月以内に撮影したもの）

◎照会書による確認をするので、即日交付はできません。また、代理人によるカードの受領はできませんので、必

ず本人がおいでください。住民基本台帳カードの交付手数料は１件５００円です。

●問合先　町民福祉課町民サービス班　�３５４-５７０5

住民基本台帳カードについて

　後期高齢者医療制度は、７５歳以上（一定の障害がある６５歳以上７５歳未満の方は申請して

広域連合から認定を受けることで加入することができます）の方が加入する高齢者の医療制度

です。６５歳以上７５歳未満の方で、障害認定により後期高齢者医療への加入を御希望の方は、

町民サービス班までご相談ください。

●一定の障害　身体障害者手帳１級～３級、４級の一部、療育手帳の障害の程度Ａ、

　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳の障害等級１～２級、障害者年金受給者（年金証書１～２級）

●問合先　町民福祉課町民サービス班　�３５４-５７０５

後期高齢者医療制度からのご案内－障害認定による加入について－

お詫びと訂正

　広報まつしま１１月号でお知らせしました、１２月に７５歳になられる方への後期高齢者医療被保険者証の交付に

ついて、保険料額決定通知書の正しい送付時期は平成２５年１月中旬でした。
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健康体操教室　日常生活で腰や関節に負担をかけないために、筋肉を鍛え

るトレーニングやからだのバランスをととのえる体操を行います。　

●対象　 概 ね７５歳以上の腰痛や関節痛等により歩行に不安を持つ方が対
おおむ

　　　象です。（２０人程度）

●日程　１２月１０日（月）、１７日（月）、２５日（火）、平成２５年１月２１日（月）、２８

日（月）、２月４日（月）、１２日（火）、１８日（月）、２５日（月）、３月４日

（月）、１１日（月）、１８日（月）

●時間　10：00 ～ 11：00

●内容　体調チェック、腰痛・膝関節痛予防ための講話と実技指導

●場所　保健福祉センターどんぐり　

●参加料　３， ０００円（全１２回分）　＊希望者には送迎もあります。

健康水中運動教室　腰や関節の痛みを和らげ、からだ全体の動きをよくす

るための水中運動を行います。顔を水に浸けないので、泳げなくても大丈

夫です。

●対象　 概 ね７５歳以上の腰痛や関節痛等により歩行に不安を持つ方が対
おおむ

　　　象です。（20人程度）

●日程　１２月５日（水）、１３日（木）、１９日（水）、平成２５年１月１０日（木）、１７

日（木）、２４日（木）、３１日（木）、２月７日（木）、１３日（水）、２７日（水）、

３月６日（水）、１３日（水）

●時間　10：00 ～ 11：00

●内容　体調チェック、腰痛・膝関節痛予防ための講話と水中運動指導

●場所　温水プール美遊

●参加料　３， ０００円（全１２回分）　＊希望者には送迎もあります。

●申込み・問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　�３５５‐０７０３

住宅が半壊以上の判定を受けた方は保育料の減免の対象となりますので、申し込み時にり災証明書をご持参ください。

●募集保育所

平成25年度　保育所入所児童募集

介護予防教室　参加者募集

新規申込みの方

●申込書配布場所　役場（町民福祉課福祉班）

●配布期間　１２月  ３日（月）～１２月１７日（月）　８：３０～１７：００

●申込受付　１２月１０日（月）～１２月２５日（火）　８：３０～１７：００

※ただし、配布、申し込みとも土・日・祝日を除きます

　家庭状況等の確認のため、後日面接を行います

継続入所の方

●申込書配布場所　各保育所

●配布期間　１２月１０日（月）～１２月２５日（火）

　　　　　　通常の保育時間内

●申込受付　上記期間内　

　※配布、申し込みとも日・祝日を除きます

場　所入所可能年齢基本保育時間　（最大延長保育時間）保育所名

磯崎字白坂６カ月以上８：００～１６：００（７：００～１９：００）高 城 保 育 所

高城字反町１歳以上

８：００～１６：００（７：３０～１８：００）

高城保育所分園

松島字町内
６カ月以上

松 島 保 育 所

磯崎字長田磯 崎 保 育 所

●保育所入所基準　（入所申し込みには、下記の基準を満たす必要があります）

　①親が家庭外で労働していて、児童の保育ができない場合

　②親が日常の家事以外の家庭内労働に従事していて、児童の保育ができない場合

　③死亡、行方不明等の理由により親がいない場合

　④親が病気や障がい、出産などにより児童の保育ができない場合

　⑤親が長期にわたり病人や障がい者の看護をしなければならず、児童の保育ができない場合

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

要介護認定による

障害者控除対象者の

認定書について
　町では、要介護１から要介護５に

認定された方を対象に障害者控除対

象者認定書を発行します。所得税や

住民税の申告をするときにこの認定

書を添付すると、本人またはその扶

養者が障害者（特別障害者）控除を

受けることができます。

　認定書が必要な方は、下記までお

問い合わせください。

要介護認定
認定区分

控除区分

要介護１・２障害者控除

要介護３・４・５

特別障害者控除
要介護１・２で寝た
きり度 Bランク以上
または認知症Ⅲラン
ク以上

※身体障害者手帳をお持ちの方は手

帳を提示し、控除を受けてください。

●問合先　

　町民福祉課健康長寿班

　�３５５-０６７７
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１．試験区分、職種、採用予定人員および職務内容

２　受験資格

●中級建築

　昭和５３年４月２日以降に生まれた者で、建築系学科を専攻し、短期大学または

　高等専門学校以上を卒業した者または平成２５年３月３１日までに卒業する見込みの者

●初級行政 (障がい者 )

昭和５８年４月２日以降に生まれた者で、高等学校を卒業した者または平成２５年３月３１日までに卒業する見込

みの者、ならびに同程度の能力を有すると認められる者で、自力により通勤でき、かつ、介護者なしに一般事務

職としての職務の遂行が可能な者および身体障害者手帳の交付を受けている者

３　試験日　　●第１次試験　試験日：平成２５年１月２７日 （日）　●場所　宮城県自治会館

　　　　　　　●第２次試験　試験日：平成２５年２月下旬頃

４　受験手続　所定の受験申込書に必要事項を記入の上（写真貼付）、役場総務課へ提出してください。

　　　　　　　試験の実施要領、申込書は役場総務課で配布します。

５　申込受付期間　平成２４年１２月３日（月）から平成２４年１２月２１日（金）まで。

　　　　　　　　　郵送の場合は平成２４年１２月２１日に到着したものまで受け付けます。

●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１

※試験の実施要領は、町のホームページからもご覧いただけます。www.town.miyagi-matsushima. lg.jp/

平成24年度松島町職員採用試験のお知らせ

職務内容採用予定人員職種試験区分

建築技術業務に従事しますが、行政事務、税務、用地交渉

等の業務にも従事することもあります。
若干名

建築
中級

( 短期大学卒業程度 )

町の政策、法務、まちづくり、福祉、産業振興など幅広く

行政事務に従事します。

行政

( 障がい者 )

初級

( 高等学校卒業程度 )

　平成２５年の新年を祝い、親睦と年始の挨拶交
歓のために町民新年会を開催します。
●日時　平成２５年１月９日 （水）　１４：００～
　　　　（受付：１３：３０～）
●場所　ホテル松島一の坊　●主催　松島町
●内容　年頭のあいさつ、
　　　　善功者・功労者表彰ほか
●参加費　３， ０００円（当日持参）
●締切り　１２月１２日 （水）
●申込方法　広報紙と同時配布の申込書を、行

政員までご持参ください。
●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１

平成25年　町民新年会
　一年の無火災を祈念して、松島町消防団出初式
を挙行します。 纏 を先頭に消防団員による力強い

まとい

行進や 纏 振りが披露されます。
まとい

　町民の方もご覧いただけますので、ぜひご来場く
ださい。
●日時　平成２５年１月 14日 （月・祝）
          　１０：００～
●場所　松島第一小学校体育館
●内容　観閲・式典・表彰伝達　
●主催　松島町消防団・松島町
●問合先　総務課環境防災班　�３５４-５７８２

平成 25年 松島町消防団出初式平成 25年  松島町消防団出初式

公益社団法人松島町シルバー人材センター
〒９８１‐０２１５　松島町高城字浜１番地の３
�３５３‐４５０５　FAX ３５３‐４５０６
E-mai l :matsushima@sjc.ne.jp
URL:http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

シルバーだより
� �������

� �������

　１０月２５日、２６日の両日、会員１９名で、にかほ市シルバー人材センター
を訪問し、安全・適正就業研修会を開催し、意見交換・交流会を行いまし
た。
　にかほ市シルバー人材センターは、平成１７年１０月に設立され、正会員

数２０１人（男性１２７人、女性７４人）、事業規模は受注件数５４８件、受注金額６６， ６７５千円で、国・市からの補助金を
受けずに事業運営を行い、地元に貢献している一般事業団体とのことでした。また、当センターと同じく会員と受
注の確保が事業運営の課題とのことでした。
　公益社団法人松島町シルバー人材センターでは常時会員を募集しております。シルバー人材センターに入会して、
これまでに培った知恵と技をあらゆる場面で発揮し、社会に貢献しながら、ご自分の健康維持に励んでみませんか。
　入会条件は、以下のとおりです。
①松島町内に居住していること　　　　　　
②６０歳以上で健康で働く意欲があること
③入会説明を受け、センターの趣旨に賛同し理事会の承認を
　受けること　　
④家族が就業を承諾していること



広報まつしま 2012　12 月号21

町営バスの運休について  ●問合先　総務課環境防災班　�３５４-５７８２

運休日　平成２５年１月１日（火・祝）

小中学校の冬休み期間（１２月２２日（土）～平成２５年１月５日（土））は下記の便が運休となります。
　北松島線：第６便　　北松島線（中）：第２便　　松島東線：第４便

年　末　年　始　関　係　の　お　知　ら　せ
ごみの収集について  ●問合先　総務課環境防災班　�３５４-５７８２

お休み　１２月 30日（日）～平成２５年１月３日（木）　

年始は平成２5年１月４日 （金） より収集します。収集日以外は絶対に集積場へごみを出さないようにお願いします。

保健福祉センターふれあいの湯  ●問合先　保健福祉センター　�３５５-０６６６

お休み　１２月２８日（金）～平成２５年１月 3日（木）

　　　　年始は平成２5年１月 4日（金）から通常通り入浴いただけます。

スポーツ施設の休館について

運動公園施設　　　　�７８１-６３２０　お休み　１２月２８日（金）～平成２５年１月４日（金）

温水プール「美遊」　　�３５３-８５２５　お休み　１２月２８日（金）～平成２５年１月４日（金）

B&G海洋センター　 　�３５３-３６８８ 　 お休み　１２月２6日（水）～平成２５年１月３日（木）

塩竈斎場業務について  ●問合先　塩釜地区環境組合　� 363-2777  

　年末年始等の火葬業務は以下のとおりです。

平成２４年１２月２８日（金）休業日（友引）　２９日（土）通常業務　３０日（日）通常業務　３１日（月）１２：００火葬受付分まで

平成 ２５ 年１月 １日（火・祝）休業日　　　  ２日（水）休業日　　  ３日（木）休業日　　 ４日（金）通常業務

※１月３日（木）は近隣への配慮などから休業とします。

●予約と申込みについて

　塩釜地区環境組合事務局が年末年始による休業となることから、１２月２９日から１月３日までの手続きは、通常

の執行時間と同様塩竈市役所当直で予約と利用申込み等を受け付けします。

●安置について　安置スペースの都合から３体までの収容が可能です。（冷却設備はありません）

　　　　　　　　搬入時間　８：００～１８：００（問合先：塩竈市役所当直へご連絡ください）

� �����������������������������������������������������������������������������������������

� �����������������������������������������������������������������������������������������

� �����������������������������������������������������������������������������������������

� �����������������������������������������������������������������������������������������

� �����������������������������������������������������������������������������������������

水道管の凍結防止について  ●問合先　水道事業所施設班　�３５４-５７１０

　寒さが厳しくなり気温が氷点下４度以下になると凍結によるメータ破裂や水道管の凍結が多く発生します。予

防策としては、夜寝る前に台所等の蛇口を開けたあとに水抜栓を閉めてください。そうすることで水道管の凍結

を予防できます。また、メータボックス内に細かくした発泡スチロールを入れると保温効果が高まりメータ破裂

予防につながります。

　年末年始に水道管の凍結等が発生したときには、下記業者までご連絡ください。

電 話 番 号当番水道業者当 番 月 日

�３５４－３１４９㈲ 美 和 工 業１２月２９日（土）

�３５４－４４８４松 島 住 宅 設 備 ㈱１２月３０日（日）

�３５４－２７１０㈲ う ち み 水 道１２月３１日（月）

�３５４－２７６９㈲ 水 研平成２５年１月１日（火）

�３５４－４３７６㈲ 斉 藤 設 備 工 業 所１月２日（水）

�３５４－４２４７㈲ ア カ マ 綜 合 設 備１月３日（木）

�３５４－３１４９㈲ 美 和 工 業１月４日（金）

�３５４－４４８４松 島 住 宅 設 備 ㈱１月５日（土）

�３５４－２７１０㈲ う ち み 水 道１月６日（日）

�３５４－２７６９㈲ 水 研１月７日（月）
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防火標語募集松島病院　外科外来

「乳ガン検診で早期発見」

親子料理教室

「クリスマスメニュー」 放送大学　４月募集

おもちゃ病院開院

　壊れたおもちゃを無料で修理しま

す。

●日時　１２月１６日 （日）

　１０：００～１４：００（受付：１３：００まで）

●場所　勤労青少年ホーム　集会室

●その他　

　部品代をいただくことがあります

●問合先　おもちゃドクター　瀬上

　　　　　�３５４-２８７３

●日時　１２月２２日 （土）　１０：００～

●場所　保健福祉センター

●参加費　一人５００円

●持ち物　エプロン、三角巾

●メニュー　サンタさんデコレー

ションケーキ、ツナピラフ、ふわ

ふわミートボールスープほか

●申込締切　１２月１３日 （木）

●申込み・問合先

　ＪＡ仙台松島支店　�３５４-２１０１

　放送大学はテレビ等の放送やイン

ターネットを通して幅広い分野を学

ぶ通信制の大学です。

　働きながら学んで大学を卒業した

い、学びを楽しみたいなど、さまざ

まな目的で、幅広い世代、職業の方

が学んでいます。お気軽にお問い合

わせください。

●出願期間　

　平成２５年２月２８日 （木） まで

●申込み・問合先　放送大学宮城学

　習センター　�２２４-０６５１

異文化理解・交流　料理教室

●日時　１２月８日 （土）　１０：００～

●場所　勤労青少年ホーム　調理室

●内容　ベトナム料理

●講師　ゲェン  ティ  フォンジュン氏

　東北大学大学院経済学研究科

　博士課程　留学生

●参加費　７００円（材料費）

●持ち物

　エプロン・三角巾・おてふき

●申込締切　１２月６日 （木）

●主催　松島善意通訳者の会

●申込み・問合先　大浦  �３５４-３６７８

●募集期間　１２月１０日（月）～平成

２５年１月１０日（木）（当日必着）

●応募方法　塩釜地区消防事務組合

管内（塩竈市・多賀城市・松島

町・七ヶ浜町・利府町）に居住ま

たは勤務する方（在学中の方を含

む）が対象で、家庭、地域または

職場における ｢防火」をテーマと

した未発表かつ他のコンクールに

出品していない作品１点を、住所、

氏名（フリガナ）年齢、職業およ

び電話番号とともに官製はがきに

明記し、下記のあて先にご応募く

ださい。

〒９８５-００２１　塩竈市尾島町１７番

２２号　塩釜地区消防事務組合消

防本部　防火標語募集係

●問合先　

塩釜地区消防事務組合消防本部　

予防課指導係　�３６１-１６１６

　乳ガンは早期発見が重要で、早期

に見つかれば、比較的治り易いガン

です。２年毎に検診を受けて、マン

モグラフィー撮影をしましょう。

　毎月定期的に自己検診（わかりや

すく説明しているパンフレットあり

ます）を行い、しこりや乳房の変化

など、少しでも気になる事がありま

したら、外科外来の受診をお勧めし

ます。

●診察日　月～土曜日

　・土曜日は午前中のみ

　・水曜日は、乳房に関しての診察

　　は行っておりません

●受付時間　８：３０～１１：３０　１４：

００～１６：３０（午後から診察を希

望される場合はお電話でご相談く

ださい）

●申込み・問合先　松島病院　

　外科外来　�３５４-５８１１

広域型介護老人福祉施設　

（仮称）葉山特別養護老人ホーム

入所者募集

　社会福祉法人萩の里では、利府町

赤沼に平成２５年5月、広域型の特別

養護老人ホーム（１００床）を開所予

定で現在建設中です。

●申込受付　第一次：１２月１日 （土）

～平成２５年１月３１日 （木）　

　それ以降も順次受付

●申込み・問合先　〒９８５-００６６　塩

釜市月見ヶ丘６-１０　社会福祉法

人萩の里　�３５５-８８８８

気軽に楽しく体力づくり　太極拳教室
　誰もが気軽に参加でき、今後元気で明るく過ごしていただくために太極拳教

室を開催します。

●開催日　　１２月４日、１１日　すべて火曜日

　　　　　　１０：００～１１：３０頃まで

●場　所　　松島運動公園内（温水プール美遊　２Ｆスタジオ）

●服　装　　軽い運動ができる服装であれば、何でも構いません

●申込資格　松島町内在住の６０歳以上の方

●参加料　　１回３００円 

●募集人数　３０人

●申込み・問合先　ＮＰＯ法人マリソル松島スポーツクラブ　�７８１－６３２０

　　　　　　　　　ＦＡＸ７８１－６３２１ クラブマネジャー　古山秀司
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マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
１２月３日 （月）、１７日 （月）、平成２５年１月７日 （月）

母子健康手帳の交付　受付　９：３０～１１：００

※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

�３５５－０７０３

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
１２月５日（水） ハイハイ赤ちゃんセミナー　

 （６～７カ月児子育て相談）

 対象：Ｈ２４年４月７日～Ｈ２４年５月３０日生

 受付：９：３０～９：４５ 

１２月４日（火） １歳６カ月児健診　

　 対象：Ｈ２３年４月～Ｈ２３年５月生

　 受付：１２：３０～１２：４５

１２月７日（金） ３歳６カ月児健診

 対象：Ｈ２１年５月～Ｈ２１年６月生

 受付：１２：３０～１２：４５

シルバー昼食会
１２月   ４日（火） 　あったか～い（どんぐり１班）

１２月１１日（火） 　あったか～い（どんぐり２班）

１２月   ６日（木） 　あったか～い（どんぐり３班）

１２月１２日（水） 　あったか～い（どんぐり４班）

１２月１４日（金） 　あったか～い（品井沼）

１２月２０日（木） 　あったか～い（ひだまり）

精神保健事業
１２月１９日 （水）　かもめの会

健康づくり事業
１２月   ３日（月）　 動  楽 ウォーキング教室

どう らく

１２月１３日（木）　いちおし健康塾

１２月１７日（月）　ノルディックウォーキング教室

１２月２１日（金）　 減  る  脂 クラブ
ヘ ル シー

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（１人３０分程度）※事前に予約が必要です。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当

　　　　　�３５５－０７０３

＜ お知らせ ＞
　１２月１６日 （日） は衆議院議員総選挙の開票所となるため、
保健福祉センターは休館となります。
　ご理解とご協力をお願いします。
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♪子育てハッピーライフ♪
～第四次松島町母子保健計画⑨～

【妊娠前からの健康管理】
　赤ちゃんの健康管理は、いつから始めますか？「妊娠が

分かったら」でしょうか？「赤ちゃんが欲しいと思ったと

きから」でしょうか？

　妊娠に気付くのはたいてい２～３カ月目ですが、実は、

妊娠初期２カ月の間に、胎児の脳、脊髄、臓器など体の基

礎の部分が作られ始めています。妊娠に気付いてから気

をつけるのではなく、「妊娠に気付く前から」の健康管理

が大切です。

「妊娠前から」の健康管理のポイント

①禁煙する、受動喫煙も避ける

　タバコには、有害物質がたくさん含まれていて、胎児の

成長の遅れ、流早産の危険があります。また、乳幼児突然

死症候群とも関連があると言われています。

②アルコールを飲まない

　アルコールは胎盤を通過しますので、流早産や、胎児の

からだや中枢神経に異常を起こす危険があります。

③適正体重にする

　太り過ぎの方は、妊娠高血圧症候群や妊娠糖尿病の危

険が高くなります。また、やせ過ぎでも、胎児の発育不全

や、貧血、低出生体重児の危険が高くなります。無理なダ

イエットはせず、バランスのとれた食事と適度な運動を

心がけましょう。

④バランスよく食べる

　１日３食バランスのとれた食事をとることが基本です

が、特に、葉酸、鉄、カルシウム、たんぱく質、ビタミン

Ｂ群が不足しないようにしましょう。

⑤葉酸を摂取する

　葉酸は、ビタミンの一種で、妊娠初期に不足すると、神

経管閉鎖障害の危険が高まることが分かっています。特

に、妊娠１カ月以上前から妊娠３カ月にかけては重要な時

期ですので、１日400 μ gの摂取が勧められています。また、

葉酸とビタミンB12は、赤血球の生成を助ける働きもあり

ますので、貧血予防にも重要な役割を果たしています。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当

　　　　　�３５５‐０７０３

『健康の日』のお知らせ
　水中運動は膝や腰などに負担をかけずに、筋力やバランス力をアップ

させます。

　「健康の日」に参加して、ワンランクアップした健康を手に入れましょう！

●日　時　12月 7日 （金）　１０：３０～１１：３０　（※１０：００～受付）

●場　所　温水プール　美遊

●内　容　アクアエクササイズ（水中ウォーキング、ストレッチほか）

　　　　　講師：内丸由美子インストラクター

●参加費　５００円（券売機で利用券を購入してください）

　　　　　ただし、６５歳以上の方は３００円

　　　　　（受け付けでお支払いください）

●持参する物　水着・スイムキャップ・タオル

●申込み　12月 6日（木）まで電話でお申し込みください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　�３５５－０７０３
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2012　12月号  No. 456

（Ｈ ２4 年11月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,374 人（0）　   人口 15,248 人（-4）
女 7,874 人（-4）　   　  5,514 世帯（+1）

浅井元義スケッチシリーズ　PartⅡ
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名月松島を盛り上げたい
早稲田大学 社会科学部・社会科学総合学術院
教授 卯月盛夫 さん

イメージを左右する県立公園再整備の町民ワーク
ショップ、まつの市のサポート、さらに先日は松島第一
小学校における防災と地域施設の学生提案、４年生全
員参加の遊び場の提案づくりも行いました。
　私が今最も望んでいるのは、「名月松島」をもっと PR
したいということです。９月末には「お月見ウォーキン
グ」、１０月末には「舟からの観月」を経験しましたが、
月の光によって生まれる松島湾の金波、銀波は本当に
幻想的で、思索的です。これは、今後日本はもちろん世
界から復興観光に来られる多くの方がたにとって大変
魅力的なプログラムになると考えています。
　松島湾の周囲には、名月を楽しむ場所が沢山ありま
す。四大観はもちろんですが、桜とのハーモニーが素
晴らしい西行戻しの松公園からも絶景です。それ以外
の場所もきっと多いでしょう。ぜひ、町民の皆さんと
「名月松島」を盛り上げていきたいと思います。

 ▲卯月 盛夫さん

　 私は、東日本大震災以降、昨年の６月頃から松島町
の復興計画策定のお手伝いをしています。復興計画の
議論の中で最も印象的だったのは「防潮堤」の高さです。
国土交通省と宮城県が 4.3m の高さを提案したことに対
して、松島の眺望景観を守るという立場から、町も私も
震災前の高さとしながらも、ソフトな避難計画を充実
することを主張し、それが認められたことは大きな成
果だったと思います。被災地の各地で、今も防潮堤の
高さの議論をしているところは多いですが、これは次
世代の子どもたちに誇ることができる松島の見識とい
えます。
　これをきっかけに、私のゼミでは松島をフィールド
にさまざまな活動をさせていただいています。松島の

卯月 盛夫（うづき もりお）
都市デザイナー。 工学博士。早稲田大学社会科学部・社会
科学総合学術院教授。 一級建築士。専門は都市計画。
『都市の美しさや優しさは、その都市に住む人たち以上に
はならない』との考えから市民参加のまちづくりを実践。
日本 NPOセンター評議員、横浜市都市美対策審議会会長。
目黒区 自由が丘まち運営会議議長。横浜市 地域まちづく
り推進委員会 委員長。茅ヶ崎市 景観まちづくり審議会 会
長。 『都市景観大賞 ― 美しいまちなみ賞』審査委員。
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